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続いて､この事実を確認するため､同様の試料 を基 にRNace-freeの状態で同方










































している｡ これを反映して顔面葉は左右が融合 しそれを取 り囲むように迷走葉が著 し
く肥大 し､第一次中枢の触覚と味覚地図では口腔内が大きく拡大されている｡ 迷走葉
には口腔内の各部位が連続的に表わされ､細胞構築 は層構造を里 している｡ 末梢線維
は感覚域 に投射 し､第一次味覚中枢のニューロンに収束 している｡これらの個々のニ
ューロンは迷走葉の深部 にある運動ニューロンと1:1の結合をして､口腔内の各部位
の味菅とその直下にある骨格筋線維と明瞭な反射弓を形成 している｡これはコイ目の
魚が餌 と泥を一緒に口腔内-取 り込み､そのなかから餌を選別 して飲み込むと同時に
泥を吐き出すことを可能にしている｡





し､それらが顔面葉に局在的に投射 している｡ その結果､触額に対応 した部分は極度











本研究では,ニジマス (Oncorhynchusmykiss),テ ィラピア (Oreochromis niloticus)
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